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空 洞 のX線 診 断

第1編　 平面写真における空洞認知の分析(そ の1)

村 瀬 貞 雄

結核予防会結 核研究所 附属療 養所

受 付 昭 粕37年2月22日

ま え が き

肺結核症 において管理 な らびに治療 の方 針を決定す る

に あた り,空 洞の有無 を確 かめ るてとがはなはだ重要で

あ るてとはい うまで もない てとであろ う。空 洞の存 在の

有無の判定 は,X線 写真 によつて決 定 されてい る の が

普通で ある。 もちろん排菌 の有無 は空洞存在 の認 定にあ

たつて不可欠な 因子 で,そ の検索 の重要性 も,ま た改 め

て述べ るまで もな いてとで あ る。 しか しなが ら集 団検診

の場では診断の迅連性が もつ とも強 く要求 され るとてろ

で あ り,し たがつ てある程度 の観察期 間を必要 とす る菌

検索 よ りは勢いX線 写真にに よる診断が主体 とな らざ

るを えないのであ る。

X線 写真に よつて空洞の存在 を判定す るには,ま ず

透亮像 の有無 の判定であ る。 しか しなが ち実際問題 と し

て1枚 の平 面写真 で 透 亮が確認で きる場合は けつ し て

多 くはない てとは周知 の とお りであ る。断層写真に よる

分析 を加 える てとに より高 率に透 亮を確認で きるとして

も病理解剖学的所見か らかな りのへだた りのあ るてとは

認 めざるを得 ないであろ う。空洞 のX線 学 的診断に あ

たつ ては洞 その ものの存在 は さるてとなが ら,洞 の存在

に伴 う種 々の病変が よ り重大な意味 を もつ ものであ るて

とを考 えると,空 洞の有無の認定 はX線 像 の透亮像 の

有無 の判定 とと もに空洞存在に伴 う病理学的変化 を示 す

X線 写真の所見 を分析 し,て れ らの所見 を根拠 とし て

行な うてとが よ り重要 とな る°1枚 のX線 写真 で即決

を余儀な くされ る場合が少な くない現状で は実際 問題 と

して,て の方面の研究が ます ます必要 と考 え られる。

研究材料な らびに方法

結研附属療養所に入院 した患者で入院時断層写真上洞

を認 め る もの を無 差別に選び次の方法で分析 を 行 な つ

た。

〔方法〕 始 めに各症例 ごとについて平 面写真 を詳 し く

分析 し透亮の有無 を判定 し,次 に同 じ時期に撮影 された

断層写真 をみて洞の存在 を確認 し,さ らに も う一度平面

写真 を見直 して洞の有無の判定 を行なつた。平 面写真 で

明 らかに洞 を認知 しえた もの を判定+,断 層写真 読影

後 平面写真の見直 しによる も洞確認 で きない場 合を 一,

見直 しに よつて平面写真上 よ うや く洞 の存在 を認 め るて

とので きる場合 を ± とした。 てのよ うに して症例 ごと

に洞 の判定をす るとと もに,洞 の大 きさの計測,洞 の位

置,肋 骨,ま たは鎖骨 との重 りの関係,洞 壁の性状,学

会病 型分類 に従 い撒 布巣の拡 り,性 状等,さ らに胸郭,

肋 間腔 の変移 の有無,肋 骨走 行の変移等にっ き詳細 に分

析 し,な か で もと くに洞 と肺 門 を結ぶ巣門結合像(以 下

H.K.と よぶ)の 有無 について詳 し く分析 し,H.K.

を認 める ものについてはH.K.+と し 次の ごと く分

類 した。す なわち,I)H.K.の 太い もの。II)細 く

集合的で ある もの 。III)小 病巣 でつなが る もの。IV)断

続的で ある もの。V)以 上 のいずれかが混在 す る ものの

5段 階に分類 した。H.K.の 認 め られない ものを 一,

病巣 または肋骨に重 な つ て 認 め られない ものを不明 と

し,H.K.の 疑わ しい もの を ± と した。 以上 のご と

くいろいろの分析 を行な つ たの ち全症例 を洞判定+,

- ,± の3群 に大別 し,各 群につい てそれ ぞれの原 因

を考察 し,さ らに空 洞の存 在 を推定 し うる因子 について

考察 を進 めた。

洞 判 定 の 成 績

全例308例 中,洞 判定+132例(42.9%),-126

例(4/.9%),±5/例(16.2%)で 半数 以上が 洞 認

定不能 または困難で あつ た。平面写真 において洞 確認 の

難易に影響す る因子は複雑で あ り,い ろいろの因子が加

わつて互いに影響 しあ うもので あるか ら数計 的に整理統

合す るてとははなはだ難 しい。影響す る因子 は大 別す る
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と空洞 側による もの と,空 洞周辺 の撒 布巣例にあ る。以

下各群について述べ る。

A.　 洞判定 十 の場合

平 面写真で洞確認で きた症例132例 を,空 洞 の位置,

大 きさ,洞 周辺 病巣の拡 りお よび性状等の関係か ら分類

す ると次の よ うであ る。

I.　撒 布巣少な く粗で ある もの …62例(40%)

a)　撒 布巣少な く,洞 の大部分が肋間 にあつ て 明

確に洞確認で きる もの …35例(56.5%)

b)　撒布巣少な く,透 亮大 である もの …1/例

(16.1%)

c)　撒布巣少な く,透 亮肋骨 と重 な るも洞輪郭 明

らかな もの …13例(21%)

d)　撒 布巣少 な く,洞 が鎖 骨,肋 骨 との交点に重

な る もの …4例(7%)

II.　撒布巣 は多いが(学 会 病型分類拡 り2)比 較的 ま

ば らであ るもの …30例(28%)

a)　洞大 部分肋 間にあ る もの …9例(24.4%)

b)　洞 大であ る もの …10例(46%)

c)　洞半 分肋 骨 と重な る も洞輪郭明確な もの …

11例(29.6%)

III.　撒 布巣 は多 く,は なはだ稠密で ある もの …33

例(25%)

a)　洞 大で ある もの …15例(45%)

b)　多発性 または 多房性空洞で ある もの …18

例(55%)

I. a群 に該 当す る もの は35例(56.5%)で,洞

の位置は肺尖野3例,鎖 骨下野20例,中 下野12例

で鎖 骨下部以下に ある ものが圧倒的に多い。洞の大 きさ

は内径では,6～15mm16例,16mm以 上19例 で

あ る。すなわ ちての群に ある もの は,鎖 骨下部,肋 間 に

あつて洞 が確認 しやすい位 置に あるばか りでな く,洞 自

体 もかな り大 きい ものが多かつた。

1. b群 は,10例(16.1%)で 洞の大 き さ は 内径

31mm以 上 の もの が10例 中8例 で,残 り2例 も

30mm近 い大 きさを有 し て い た。 洞の位置 は肺尖野

3,鎖 骨下野4,中 下野3例 で,前 同様洞の大 きさばか

りでな く,位 置 も確認 しやすい もので あつ た。

I. c群:透 亮が大部分肋骨 と重な るに もかか わ らず

か えつて洞輪郭明瞭で ある もの で,重 なる肋骨 は1本

の肋骨前端に比較的多 い が,な か には2本 の肋骨 の交

点に重な る もの もあつた。 ての よ うな洞の壁 は比較 的厚

い密な洞輪郭で菲薄な ものはなかつ た。洞の位置 は肺尖

野4,鎖 骨下野13例 で,大 きさは6～15mm4例,

16mm以 上13例 で洞の大 きい ものが多かつ た。

II. a群9例(24.4%)。 撒布巣の拡 りは大 きいが,

比較的まば らで,洞 が肋間にあつて明確に判定で きる も

ので ある。洞の大 きさは9例 中7例 が16mm以 上

で,洞 の存在す る位置 として鎖骨 下以下の肺 野に ある も

の8例 であつた°

II. b群10例(46%)。 洞大 き くて確認で きた もの

で ある。 ての群 にあ るものは,1.b群 同様全例が洞 内

径31mm以 上 で,4例 は50mm近 い もの で あつ

た。 洞 位置は 肺 尖部5,鎖 骨下野11例,中 下野1例

で,鎖 骨下野以下に多い 。

II. c群11例(29.6%)。 洞の位置 的関係 は1.c

群 と同様で洞壁の一部が肋骨 と重な る もの であ る。洞 の

大 きさは16mm以 上の ものが大部分 であつた。

III. a群15例(45%)。 撒 布巣が広範で あるばか り

でな く,稠 密で新鮮な結核性肺炎像 または広範 な硬 化巣

内にあ る洞が存在す る もので あるが,洞 の 内径 はほ とん

ど全 例が31mm以 上で5/mm以 上 を示す もの もあ

つた。 ての よ うな稠密な病巣 内に洞亮が入 る と後述 す る

ように透 亮がか くれて認 め られがたい もの であ るが,洞

亮が大 きい とい うてとが確認で きた理 由で あ る。

III. b群18例(55%)。 前 と同 じよ うな部類 に入 る

べ き ものであ る。多発性空洞の一つが と くに大 きいため

確 認で きた もの15例 で,他 の3例 は空洞の数 が 多 く

発見で きた もので ある。

B.　洞判定-の 場合

断層写真で確認後,平 面写真 を見直 して も洞 を確認 で

きない もの126例(40.9%)を 撒布巣,洞 の位置,大

きさ等か ら分類 した。

I. a群33例(45%)。 ての部類 に入 るものは,撒

布巣少な く粗に撒布 し主 として空洞 の位置,大 きさ,壁

の性状が認知で きなかつ た原 因をなす ものであ る。 てれ

らをさ らに細分す ると,

1.　洞の位置が主因で ある もの11例

2.　洞 の位置 と大 きさが主 因12例

3.　洞 の位置 と壁の性状が主因2例

4.　洞 の位置,大 きさ,壁の性状が主 因 …8例

I.b群 空洞の位置,大 きさが主 因であ るが,撒 布

巣 も洞の認知 を多少 さまたげ てい ると思 われ る ものであ

る。 ての群に属す る もの は15例(2/.4%)で あ り,

さ らに細分す ると,

1.　洞の位置 と撒布巣が 関係す るもの …6例

2.　洞の位置,大 きさお よび撒 布巣 …8例

3.　洞の大 きさ と撒 布巣 …1例

I.c群 主 として 洞 狭小に よる もので ある。…25

例(34.6%),て れを細 分す ると,

1.　孤立性 で位 置す関係 す る もの …14例

2.　多少撒 布巣 も関係…11例

II. a群 撒 布巣に主因があ るが,撒 布巣は稠密では

ないが透 亮がか くれて認 め られない もので,て れに分類

され る もの は18例(51,6%)で ある。 てれ をさ らに

分 類す ると,
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1.　撒布巣新鮮 である も　の4例

2.　撒布巣新旧病巣混 合　 14例

II.b群 広範では あるが稠 密でない撒布巣 にか くれ

て透 亮認 め られない もの …17例(48.4%),さ らに細

分 す ると,

1.　撒 布巣拡 り2で 新鮮の もの　 4例

2.　撒 布巣拡 り2で 新 旧病巣 混合す る もの …13例

III群 撒布巣広範稠 密で透亮 認め られない もの…18

例(14.4%),さ らに細 分す ると,

1.　広範な結核性肺 炎像 内にか くれ るもの …11例

(61%)

2.　主 として広範な硬化巣 内にか くれ る もの …7例

(39%)

I群 の洞 の位置は,肺 尖野に圧倒的に多 く05%を

示 し,し か も鎖 骨第1肋 骨の前端お よび4肋 骨の後端

の3つ の交叉点 に透 亮が入つて認 め られないのが多い。

肺尖野以外 に も鎖骨 下野5例,中 下野6例 であ るがす

べ て肋骨の交点 に透亮がか くれ,中 下野 の6例 の うち

3例 は肺門野に あつ て,肺 門部血管影の 中にか くれて認

知 で きなかつた もので ある。

I.a1群 の11例 は透 亮の内径は15mm以 上で,

主 として 洞 の位置 的関係 が原因す ると考 え られ,る が,

I.a2群 はさ らに透亮が小 さい とい う条 件が加わつた

と考 え られ る もの で12例,全 例が15mm以 下の内

径 を もつ もので ある。

I.a3群 は上述の洞の位置的 関係の ほか に,洞 壁 の

菲薄なた めの条件が加 わつ て認 め られが た い もの で あ

る。2例 のすべては 透亮の内径 と しては16mm以 上

で大 きいが,肺 尖 野 または鎖 骨下野に あつて,鎖 骨 また

は肋骨 の交点 にあ りし か も洞 壁が全体に菲薄で5mm

内外 であつた。I.a4群 は洞 の位 置,大 きさ,性 状が

と もに影響 して確認 で きない もので,8例 のすべてが肺

尖野で鎖骨,肋 骨の交点 に 内径15mm以 下 の菲薄 な

壁 を もつ透亮がか くれ る もので ある。

I.b群 はI.a群 の条件のほかに,撒 布巣が あ つ

てそのために多少認めがた くなつてはい るが,主 な原因

は,I.a群 と同 じで てれに準ず るもの と考 えて よい。

I.c群 は 透亮 その もの が 小 さく,内 径5mm以 下

で,て れのみの条件で も認 め が た い と考 え られ る もの

で,て れに さ らに撒布巣が多少で も加 わると,ま すます

認知 は困難 とな る。

II群 およびIII群 は空洞 側に も認知 で きない原因が

あるが,主 因 は撒布巣の ために透亮が か くれて認 め られ

ない と考 え られ る群 であ る。II.a群 は撒 布巣 は拡 り1

程度で,そ れ ほ ど稠密で はないが透亮が か くれて認 め ら

れない もので,撒 布巣新鮮な もの4例,撒 布巣が新 旧

混合 してい る もの14例 があつた。 透亮の大 きさは16

mm以 上の もの が 多 く,肺 尖野,鎖 骨,肋 骨の交点に

あ るものが 多い。 したがつて,空 洞側の原因 も確認 でき

ない原 因に拍車をか けてい ると考 えてよいであろ う。

II.b群 は,撒 布巣 は拡 り2で 広範で あ り透亮の大

きさは15mm以 下11例 で比較 的小 さ く,透 亮 も肋

間に ある もの も3例 あるが,多 くは肺尖野 または鎖 骨

下野にあつて肋骨の交点 に入 る。 したがつて ての群の も

の も,空 洞側の原因 もあずかつ て確認 を困難 としてい る

と考 えられ る。

C.　洞 判定 ± の場合

始 め平 面写真 では透 亮確認で きなかっ たが,断 層写真

で透亮 を確認 したの ち,再 び平面写真 を見直 してみてよ

うや く洞の確認が で きた もの で,て の よ うな症例が5/

例(60.2%)あ つ た。前2者 と同様分類 してみ ると次

の よ うで ある。

I群:撒 布巣は少ない。

a)　洞 が大部分肺尖野 で鎖骨,肋 骨の交点 に入 るが

肋 間にでてい る洞壁 の輪郭 を認 めるてとが で き た も

の …7例(28%)

b)　洞が肋骨 と重 な り,洞 の内径 も小 さいが 洞壁の

輪郭 を認 めえた もの …13例(52%)

1.　洞大部分2本 の肋骨の交点 に入 るも洞壁 の 輪

郭 明 らかな もの …6例

2.　洞 が1本 の肋 骨の上 に あるが,洞 壁の輪郭 明

らかな もの …7例

c)　洞小で あるが,大 部分肋 間にあ る…5例(20%)

II群:撒 布巣 多 くまぎれやすい もの …13例(26%)

a)　撒布巣 は稠 密ではな い が 比較 的多 く透亮 ま ぎれ

やすいが,洞 も比較的大 き く肋 間にあ るもの …4

例(30.6%)

b)　撒 布巣 の拡 りは大 き く,稠 密で はないが まぎれ

やす く,洞 大 きいか,ま たは洞 が多いた め確認で き

た もの …9側(69.4%)

III群:広 範な稠密な撒 布巣 が あ るも の …12例

(24%)

a)　広範な稠 密な肺炎像 内に あるが ,洞 大 または洞

多いために確 認で きた もの …3例(25%)

b)　広範稠 密な硬 化巣内にあ るが,洞 大 または洞多

発の ために確認 で きた もの …9例(05%)

I. a群

透 亮が肺尖野に あつ て,し か も洞 の大 部分が鎖 骨 と肋

骨の交点に入 るので始 めは確認で きなか つたが,見 直 し

に よつて一部肋 間にあ る洞壁の輪郭 を認 めえた もの であ

る。洞 の大 きさも15mm以 下5例,16mm以 上2

例 で小 さな ものが 多かつた てと も平面写真で確認で きな

か った理 由の一つであろ う。

I. b群

洞の大 きさ も15mm以 下が ほ とん ど全例で,し か

も透亮が肋骨の交点 にあ るもの6例,1本 の肋 骨 の 上
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に重 な るもの7例 であ る。 洞 小で 肋骨に重な る も洞は

鎖骨 下,ま たは中下野 にあ るものが多 く,比 較的判定 し

やすい部位 にあ るため,よ うや く確認で きた と考 え られ

る。

I.c群5例(20%)

洞 が15mm以 下で小 さいが,洞 亮の大部分が 肋 間

にあつた てとが確認で きた理 由で あろ う。

II. a群4例(30.6%)

撒布巣が多 く,そ れ らにまぎれて,始 め平 面写真 では

認 め られ なか つたが 透 亮は16mm以 上を示 す もの が

多 く,ま た大部分肋 間に位 置 してお り,鎖 骨下,中 下野

に あるた め,再 判定 によ りよ うや く確認 で きた と考 え ら

れ る もの である。

II. b群9例(69.4%)

前 同様撒 布巣 にま ぎれて確認で きなかつたが,透 亮が

大 きいため(6例)ま たは洞が多い た め(3例)に よ

うや く確認 で きた と思われ る もので,位 置は 肺 尖 に あ

り,洞 壁 の比較 的菲薄な ものが多かつた。

III. a群3例(25%)

広範 な硬化巣内に透 亮の大部分がか くれ,し か も洞壁

比較 的薄*いが,洞 大(5例)ま たは 洞 多発性(4例)

のた めよ うや く確認で きた と思 われ るものであ る。

X-Ray Diagnosis of Tuberculous Cavity. 

Report I. Factors  affeAing the appearance 

of Cavitary  Clearness.

Abstracts of this paper is to be presented in 

Report 1 (Part 2).


